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（２） 2003.1  広報おおの

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
大
野
市
政
に
対
す
る
市
民
の
皆
様
の

よ
り
一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

整
備
、
交
通
網
や
公
共
下
水
道
な
ど
の
社
会
資

本
の
整
備
、
若
者
の
定
住
対
策
、
ま
た
、
高
齢

社
会
に
お
け
る
福
祉
対
策
、
商
店
街
の
活
性
化
、

農
林
業
振
興
策
な
ど
、
本
市
に
は
数
多
く
の
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
認
識
し
た
上
で
、
私
ど
も

議
会
と
し
て
の
責
務
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
方
の
ご
高
見
を
拝
聴
し
、

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、
鋭
意
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
と
と
も
に
、
地
方
自
治
の
拡
充

強
化
と
大
野
市
政
発
展
の
た
め
、
全
力
を
傾
注

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
の
す
が
す
が
し
い
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
の
日
本
経
済
は
、
デ
フ
レ
脱
却
が

で
き
ず
株
価
が
低
迷
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て

景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
ず
、
先
行
き
不
透
明

感
が
ぬ
ぐ
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
構
造

も
著
し
く
変
化
し
、
従
来
の
よ
う
な
右
肩
上
が

り
の
行
財
政
運
営
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
本
市

を
取
り
巻
く
環
境
は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

一
方
、
市
町
村
合
併
を
は
じ
め
、
亀
山
周
辺

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝

か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
景
気
の
低
迷
や
雇
用
不
安
な
ど
に

加
え
、
北
朝
鮮
の
拉
致
（
ら
ち
）
問
題
な
ど
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
日
本
人
二
人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
近
年
に
無
い
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま

し
た
。
中
で
も
受
賞
者
の
一
人
、
田
中
耕
一
さ

ん
の
人
柄
は
私
た
ち
を
ほ
っ
と
さ
せ
、
夢
や
希

望
を
抱
か
せ
る
好
感
の
持
て
る
も
の
で
し
た
。

さ
て
近
年
、
政
治
経
済
社
会
の
混
迷
と
と
も

に
、
地
方
分
権
の
推
進
や
少
子
・
高
齢
化
の
進

展
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
財
政
の
著
し
い
悪
化

な
ど
、
市
町
村
行
政
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
当
市
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
時

代
へ
の
対
応
、
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
図
る
た

め
、
和
泉
村
と
合
併
協
議
会
の
設
立
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
市
町
村

合
併
が
、
市
町
村
の
生
き
残
り
を
保
障
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
野
市
発
展
の
大
き
な

カ
ギ
は
、
や
は
り
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
己

選
択
」
と
「
自
己
責
任
」
に
お
い
て
市
民
参
加

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
前
向
き
に
進
め
て
い
く

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

戦
後
、
私
た
ち
は
や
や
も
す
る
と
、
行
政
だ

け
に
公
共
の
役
割
を
求
め
、
個
人
が
公
共
の
利

益
に
協
力
す
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

「
公
」
と
「
私
」
の
心
を
持
ち
な
が
ら
「
ま
ち

づ
く
り
」
に
進
ん
で
参
画
し
、
大
野
に
誇
り
と

愛
着
心
を
持
っ
て
、
で
き
る
こ
と
を
積
極
的
に

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。市

町
村
合
併
、
亀
山
周
辺
整
備
、
ご
み
処
理

施
設
建
設
な
ど
山
積
す
る
大
き
な
課
題
は
、
市

民
と
議
会
そ
し
て
行
政
の
協
力
に
よ
り
、
実
現

に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
ご
健
勝
で
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

大
野
市
議
会
議
長

畑
中

章
男

大
野
市
長

天
谷
　
光
治

1月号2  02.12.20 9:09 AM  ページ 3



（３）2003.1  広報おおの

（
十
二
月
五
日
付
）

課
長
級

【
市
長
部
局
】
総
合
政
策
課
長

（
兼
）
市
町
村
合
併
対
策
室

長
・
前
幸
雄

課
長
補
佐
級

【
市
長
部
局
】
総
合
政
策
課
課

長
補
佐
（
兼
）
市
町
村
合
併
対

策
室
次
長
・
江
波
庄
進
▽
総
務

課
課
長
補
佐
（
職
員
・
行
政
担

当
）（
兼
）
市
町
村
合
併
対
策

室
次
長
・
羽
田
年
也

係
長
級

【
市
長
部
局
】
総
合
政
策
課
企

画
調
整
係
長
（
兼
）
市
町
村
合

併
対
策
室
合
併
対
策
係
長
・
斎

藤
嘉
代

主
査
級

【
市
長
部
局
】
市
町
村
合
併
対

策
室
・
加
藤
嘉
一
・
松
森
浩
之

一
般
職
員

【
市
長
部
局
】
税
務
課
・
松
川

正
・
伊
藤
奈
津
江

主
な
検
討
内
容
と
し
て
は
、

①
合
併
に
関
す
る
調
査
研
究

②
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
市

町
村
建
設
計
画
）
の
策
定

③
合
併
協
議
会
で
検
討
し
た
内
容

の
住
民
へ
の
広
報

④
合
併
に
つ
い
て
是
非
の
検
討

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
協
議
会
は
、
関
係
市
村
の

長
や
そ
の
職
員
、
議
会
の
議
員
や

学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
合
併
協
議
会
の
設

置
は
、
合
併
が
住
民
に
と
っ
て
大

き
な
影
響
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
協

議
会
に
よ
り
住
民
の
福
祉
の
向
上

や
地
域
の
発
展
が
最
大
限
に
図
ら

れ
る
よ
う
、
合
併
に
関
す
る
協
議

を
総
合
的
に
公
正
に
、
ま
た
慎
重

に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
趣

旨
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
合
併
協
議
会
に
お
い

て
描
か
れ
た
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
基
に
住
民
の
意
見
を
聞

き
、
和
泉
村
と
の
一
市
一
村
で
の

合
併
の
是
非
を
決
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
政
策
課
内
に
「
市
町
村
合
併

対
策
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
対
策
室
で
は
、
関
係
す
る

自
治
体
と
の
連
絡
調
整
や
、
協
議

会
設
置
の
準
備
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
市
町
村
合
併
の
推
進
に
関
す

る
業
務
を
行
い
ま
す
。

合
併
協
議
会
は
、
合
併
を
行
う

こ
と
の
是
非
を
含
め
、
合
併
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
検
討
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

天
谷
大
野
市
長
と
池
尾
和
泉
村
長

が
会
談
し
、
早
期
に
任
意
の
合
併

協
議
会
の
設
置
に
向
け
、
準
備
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
町
村
合
併
全
般
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
た
め
、

第
三
百
二
十
一
回
定
例
市
議
会

の
提
案
理
由
説
明
の
中
で
、
天
谷

市
長
が
、
和
泉
村
と
の
合
併
に
向

け
、
準
備
を
進
め
る
と
の
方
向
を

示
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
十
二
月
六
日
に
は
、
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の
で
す
。
現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
部
縦
貫
自
動
車
道
は
、
長
野
県
松
本
市
か
ら
岐
阜
県
高
山
市
・

白
鳥
町
を
経
て
福
井
市
を
結
ぶ
、
延
長
約
一
六
〇
i

の
自
動
車
専
用

道
路
で
す
。
昭
和
六
十
二
年
に
国
が
定
め
た
高
規
格
幹
線
道
路
の
う

ち
、
一
般
国
道
一
五
八
号
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
部
縦
貫
自
動
車
道
は
、
長
野
県
松
本
市
か
ら
岐
阜
県
高
山
市
・

白
鳥
町
を
経
て
福
井
市
を
結
ぶ
、
延
長
約
一
六
〇
i

の
自
動
車
専
用

道
路
で
す
。
昭
和
六
十
二
年
に
国
が
定
め
た
高
規
格
幹
線
道
路
の
う

ち
、
一
般
国
道
一
五
八
号
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
部
縦
貫
自
動
車
道
は
、
長
野
県
松
本
市
か
ら
岐
阜
県
高
山
市
・

白
鳥
町
を
経
て
福
井
市
を
結
ぶ
、
延
長
約
一
六
〇
i

の
自
動
車
専
用

道
路
で
す
。
昭
和
六
十
二
年
に
国
が
定
め
た
高
規
格
幹
線
道
路
の
う

ち
、
一
般
国
道
一
五
八
号
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
現
況
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（５）2003.1  広報おおの

完
成
・
供
用�

�
�
土地などの権利
者と交渉し、用
地取得や補償を
行います�

路線測量等�

　�
路線測量や地質
調査など�

幅杭設置等�
はば くい�

　�
道路に必要な土
地の範囲を幅杭
で示し、用地測
量や家屋などの
調査を行います�

設計協議�

　�
計画道路の構造
や地域生活に関
連する道路、水
路の構造などを
協議します�

工　事�

�
地域の生活環
境保全、工事
の安全管理な
どに配慮しな
がら工事を行
います�

用地取得・�
補償�

の
公
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

平
成
二
年
に

整
備
計
画
が
決

定
し
平
成
八
年

に
は
大
野
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
仮
称
）
の
位

置
が
中
津
川
地

区
（
大
野
東
高

校
北
側
）
と
決

定
し
ま
し
た
。

平
成
十
一
年

か
ら
、
地
元
説

明
会
や
路
線
測

量
、
地
質
調
査
が
始
ま
り
、
平
成

十
四
年
十
月
末
ま
で
に
小
矢
戸
・

太
田
・
庄
林
・
中
津
川
・
横
枕
区

の
全
地
区
で
路
線
測
量
が
完
了
し

ま
し
た
。

大
野
油
坂
道
路
は
、
平
成
九
年

に
基
本
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
二
月
に
希
少
猛
き
ん

類
で
あ
る
ク
マ
タ
カ
の
飛
行
が
確

認
さ
れ
、
現
在
も
環
境
調
査
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

永
平
寺
大
野
道
路
は
、
路
線
測

量
な
ど
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

設
計
協
議
に
必
要
な
図
面
の
作
成

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
図
面

が
出
来
次
第
、
計
画
道
路
の
構
造

や
地
域
生
活
に
関
連
す
る
道
路
な

ど
に
つ
い
て
地
元
と
の
設
計
協
議

に
入
る
予
定
で
、
そ
の
後
、
幅
杭

は
ば
く
い

設
置
や
用
地
買
収
な
ど
次
の
段
階

へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
野
油
坂
道
路
は
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
猛
き
ん
類
の
営
巣

え
い
そ
う

調
査

な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
ル
ー
ト
が

決
定
さ
れ
る
予
定
で
、
そ
の
後
、

環
境
影
響
評
価
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
二
区
間
に
つ

い
て
、
早
期
の
着
工
・
整
備
計
画

組
み
入
れ
な
ど
を
目
指
し
、
国
へ

の
働
き
か
け
な
ど
、
引
き
続
き
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

永平寺大野道路 大野油坂道路 油坂峠道路

区間

（うち大野区間）

延長

（うち大野区間）

車線数

進捗状況

福井北Ｊ.Ｃ.Ｔ～

大野Ｉ.Ｃ（仮称）

（小矢戸～大野Ｉ.Ｃ）

26.4㌔

（3.3㌔）

４車線（暫定２車線）

事業中

（測量、用地買収、埋蔵

文化財調査、工事など）

大野Ｉ.Ｃ（仮称）～

油坂峠料金所

（ルート未定）

約34㌔

（未定）

未定

調査中

（クマタカ・イヌワシな

ど猛きん類の営巣
えいそう

調査

を実施中）

油坂峠料金所～

白鳥Ｉ.Ｊ.Ｃ.Ｔ

11.4㌔

４車線（暫定２車線）

供用中

中部縦貫自動車道　県内区間の進ちょく状況

今
後
の
進
め
方

1月号2  02.12.20 9:09 AM  ページ 4



（６） 2003.1  広報おおの

万
二
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

は
百
四
十
六
億
八
千
五
十
六
万
四

千
円
。
前
年
度
と
比
べ
、
二
・

九
％
の
減
で
す
。
主
な
内
容
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

教
育
委
員

任
期
満
了
（
十
二
月
二
十
七
日
）

に
伴
う
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
、
中
森
繁
夫
氏
（
六
十
四
歳
・

中
　
三
丁
目
）
を
再
任
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員

任
期
満
了
（
十
二
月
二
十
七
日
）

に
伴
う
公
平
委
員
会
委
員
に
つ
い

て
、
早
川
き
よ
み
氏
と
安
川
昭
一

氏
の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
四
年
で
す
。

第
三
百
二
十
一
回
定
例
市
議
会

が
、
平
成
十
四
年
十
二
月
四
日
か

ら
十
八
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」
や

「
大
野
市
公
共
下
水
道
終
末
処
理

場
設
置
条
例
案
」
な
ど
十
八
議
案

を
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
四
千
四
百
三
十
三

月
三
十
日
）
の
選
任
が
行
わ
れ
、

助
役
に
前
田
佳
一
氏
（
六
十
六

歳
・
天
神
町
）
が
収
入
役
に
は
石

倉
善
一
氏
（
六
十
一
歳
・
田
野
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
議
会
の
同
意
を
得

て
就
任
し
ま
し
た
。

石
倉
収
入
役
は
、
任
期
満
了
と

な
っ
た
小
林
時
彦
収
入
役
の
後
任

と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。
前
任
の

小
林
氏
は
、
平
成
六
年
か
ら
二
期

八
年
間
収
入
役
を
務
め
、
健
全
な

資
金
繰
り
と
適
正
な
執
行
に
努
力

さ
れ
、
市
政
の
発
展
に
大
き
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

〈
石
倉
収
入
役
の
略
歴
〉

昭
和
三
十
五
年
三
月
大
野
高
等

学
校
卒
業
。
同
年
七
月
市
職
員
。

財
政
課
長
、
産
業
経
済
部
長
、
総

務
部
長
を
歴
任
し
、
平
成
十
三
年

か
ら
参
与
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
の
臨
時
市
議
会

で
、
任
期
満
了
と
な
る
助
役
（
十

二
月
九
日
）
と
、
収
入
役
（
十
一

12月補正 一般会計の主な内容

◆民生費
・重度心身障害者（児）医療無料化対策事業
……………………………………………… 11,000千円

◆労働費
・サン・スポーツランド、勤労青少年ホームの管理
運営経費（雇用能力開発機構からの施設譲り受け）
…………………………………………………… 22千円

◆商工費
・中小商工業者活性化支援事業補助
（ＩＳＯ認証取得などに対する補助）
…………………………………………………2,262千円

◆土木費
・除雪経費（除雪機械借上料）…………… 50,000千円
・高齢者向け優良賃貸住宅整備促進事業
…………………………………………………3,815千円

◆その他
・人事院勧告に基づく職員給与の引き下げなど
……………………………………………－97,806千円

定 例
市 議 会

職
員
給
与
の
引
き
下
げ
な
ど

一
般
会
計
か
ら
四
千
四
百
万
円
余
り
減

石倉善一収入役 前田佳一助役

十
二
月
に
開
か
れ
た
定
例
教

育
委
員
会
で
、
中
森
繁
夫
氏
が

再
び
教
育
長
に
任
命
（
十
二
月

二
十
八
日
付
）
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
に
中
森
氏
再
任

臨時市議会

昨年11月26日、第320回臨時市

議会が開かれました。

「大野市農業集落排水事業特

別会計補正予算案」や「大野市

下水処理センター汚泥処理施設

機械設備工事請負契約の変更に

ついて」のほか「助役の選任に

ついて」「収入役の選任について」

の４議案を審議。

いずれも原案どおり可決・同

意されました。

助
役
に
前
田
佳
一
氏
再
任

収
入
役
に
は
石
倉
善
一
氏

安川昭一さん
（60歳・下舌）

早川きよみさん
（62歳・森本）

人
事
案
件
も
原
案
に
同
意
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立立立立
候候候候
補補補補
予予予予
定定定定
者者者者
説説説説
明明明明
会会会会
とととと

立立立立
候候候候
補補補補
のののの
届届届届
けけけけ
出出出出

立
候
補
予
定
者
説
明
会
と
立
候

補
届
け
出
は
、
次
の
通
り
で
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時

１
月
20
日
i

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

有
終
会
館
３
０
５
・
３

０
６
号
室

立
候
補
届
け
出

日
時

２
月
９
日
h

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

市
役
所
３
階
大
会
議
室

選選選選
挙挙挙挙
費費費費
用用用用
のののの
一一一一
部部部部
をををを

公公公公
費費費費
でででで
負負負負
担担担担
しししし
まままま
すすすす

公
職
選
挙
法
に
よ
り
選
挙
運
動

用
通
常
は
が
き
、
ま
た
市
の
条
例

に
よ
り
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使

用
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
は
、
供
託

物
が
没
収
さ
れ
な
い
候
補
者
に
限

り
無
料
と
な
り
ま
す
。

公
費
負
担
と
そ
の
限
度
額
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会

1
66
・
１
１
１
１
内
線
３
６
１

２
月
16
日
に
投
開
票

市
議
会
議
員
選
挙

市
議
会
議
員
選
挙

市
議
会
議
員
選
挙

２２２２
月月月月
９９９９
日日日日
かかかか
らららら
不不不不
在在在在
者者者者
投投投投
票票票票

投
票
日
に
、
何
か
の
都
合
で
投

票
で
き
な
い
場
合
に
は
、
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
が
配

布
さ
れ
て
い
れ
ば
、
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
あ

て
に
送
付
し
ま
す
。
送
付
さ
れ
た

投
票
用
紙
を
滞
在
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
持
参
し
、
不
在
者
投
票

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

不不不不
在在在在
者者者者
投投投投
票票票票

日
時２

月
９
日
h
〜
15
日
n

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所市

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
別
館
第
１
会
議
室
）

任
期
満
了
（
２
月
20
日
）
に
伴

う
市
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が
、

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

告
示

２
月
９
日
h

投
票

２
月
16
日
h

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

開
票

２
月
16
日
h

午
後
９
時
20
分
〜

（
有
終
会
館
）

２２２２
地地地地
区区区区
でででで
投投投投
票票票票
時時時時
間間間間
変変変変
更更更更

降
雪
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
次

の
２
投
票
所
で
投
票
所
の
閉
鎖
時

間
が
繰
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

投
票
所

六
呂
師
小
学
校（

第
24
投
票
所
）

ふ
る
さ
と
自
然
の
家

（
第
25
投
票
所
）

繰
り
上
げ
の
時
間

い
ず
れ
も
午
後
７
時
ま
で

2003.1  広報おおの （７）

公費負担の対象

①一般運送契約
（ハイヤーなど）

各日の料金の合計金額
（同一の日については
１台に限る）

各日の料金の合計金額
（同一の日については
１台に限る）

燃料の代金
（代替車を含む）

報酬の合計金額
（同一の日については
１人に限る）

当該候補者を通じて、作成単価（右に示し
た単価の限度額以内）に作成枚数（ポスター
掲示場以内の作成枚数）を乗じた金額
ポスター掲示場設置予定数１８３カ所

ア　自動車借り
入れ契約
（レンタル）

イ　燃料供給の
契約

ウ　運転手雇用
の契約

公費負担の限度額

選
挙
運
動
用
自
動
車

②
そ
の
ほ
か
の
契
約

ポ
ス
タ
ー
の
作
成

各日について６４，５００円

各日について
１５，３００円

１．契約の相手方が生計を一に
する親族である場合は、その
者が当該契約に係る業務を業
として行うものに限る

２．①（一般運送契約）を選択
した日数は、②（その他の契
約）の計算では選挙運動の日
数から除いて計算する

７，３５０×
選挙運動の日数

各日について
１２，５００円

510円48銭×ポスター掲示場の数＋90,000円
単価＝

ポスター掲示場の数
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皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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Ｃ型肝炎の検査

い
る
場
合
も
、
感
染
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
は
、
改
良
さ
れ
た
高

感
度
の
血
液
検
査
法
が
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
輸
血
の

安
全
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
は
血
液

を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。
そ
の
た

め
握
手
や
抱
擁
な
ど
、
日
常
の
生

活
の
中
で
行
わ
れ
る
行
為
に
よ
り

感
染
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
だ
液
や
汗
に
よ
る
感
染

も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
せ
き
、
く

し
ゃ
み
、
食
器
の
共
用
ほ
か
、
一

緒
の
入
浴
な
ど
で
感
染
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
平
成
十
四
年
度
か
ら
、

生
活
習
慣
病
健
診
に
あ
わ
せ
Ｃ
型

肝
炎
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
は
四
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま

で
の
五
歳
刻
み
の
節
目
に
あ
た
る

人
（
例
、
四
十
歳
・
四
十
五
歳
・

五
十
歳
な
ど
）
で
す
。

健
診
の
対
象
と
な
る
人
に
は
、

一
月
に
「
健
診
申
込
調
査
」
を
配

布
し
ま
す
。
そ
の
際
に
『
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
』
の
希
望
を
取
り
ま

す
の
で
、
対
象
の
年
齢
と
な
る
人

は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
こ
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

で
は
、
Ｃ
型
肝
炎
と
あ
わ
せ
Ｂ
型

肝
炎
の
検
査
も
行
い
ま
す
。

ま
た
四
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま

で
の
人
で
、
五
歳
刻
み
の
対
象
年

齢
と
な
ら
な
い
人
で
も
、
次
に
該

当
す
る
場
合
、
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
過
去
に
肝
機
能
の
異
常
を
指
摘

さ
れ
た
人

・
広
範
な
外
科
手
術
を
受
け
た
こ

と
の
あ
る
人
、
ま
た
は
妊
婦
・

出
産
時
に
多
量
出
血
し
た
人
で

定
期
的
に
肝
機
能
検
査
を
受
け

て
い
な
い
人

・
生
活
習
慣
病
健
診
で
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ

の
検
査
値
が
異
常
な
人

健
診
な
ど
で
「
Ｃ
型
肝
炎
に
感

染
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
」
と

判
定
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療
機
関

で
受
診
し
、
肝
臓
の
状
態
を
定
期

的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

飲
酒
を
控
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
取
り
、
適
度
な
運
動
を

行
う
こ
と
な
ど
で
、
体
を
元
気
に

保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

～ちょっと気になる健康料理～

食生活改善推進員（若葉会）の皆さんがお勧めす
る『健康料理』今回は“サバのみぞれ煮”です。
※エネルギー：２３４㌔㌍　塩分：１．２㌘

①大根は皮をむい
てすりおろす。
ネギは５㌢ぐら
いに切り、開い
てしんを抜く、
端から細く切っ
て白髪ネギに
し、水にさらす。
②フライパンに油
を熱してサバを
並べ、両面を色
よく焼く。
焼きあがったらざるに並べ、熱湯を回しかけて余
分な油や臭みを抜く。

③鍋に煮汁を入れて火にかけ、煮立ったところでサバ
を並べ、中火でしばらく煮込む。水気を軽く切った
大根おろしを加え、軽く混ぜてから器に盛りつける。
その上に水気を切った白髪ネギを乗せる。

Ｃ
型
肝
炎
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て

起
こ
る
肝
臓
の
病
気
で
す
。
感
染
し
た
ま
ま
放
置
し
て
お

く
と
、
約
七
割
が
慢
性
肝
炎
を
発
症
し
、
そ
の
一
部
に
は
、

肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ
と
さ
ら
に
症
状
が
進
む
場
合
が
あ
り

ま
す
。
健
診
な
ど
で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

材料（１人前）
サバ・・・１切れ（約８０㌘）
大根・・・１００㌘
煮汁
しょうゆ・小さじ１
砂糖・・・小さじ１弱
みりん・・小さじ２分の１
水・・・・３０㍉㍑

サラダ油・・小さじ２分の１
長ネギ・・適量（白い部分）

感
染
し
て
い
た
場
合
は

Ｃ
型
肝
炎
は
、
感
染
し
て
い
る

人
の
血
液
が
、
感
染
し
て
い
な
い

人
の
血
液
へ
入
る
こ
と
に
よ
り
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
感
染

者
と
注
射
針
や
注
射
器
を
共
用
し

た
場
合
や
、
感
染
者
の
血
液
が
付

着
し
た
か
み
そ
り
や
歯
ブ
ラ
シ
を

共
用
し
た
場
合
の
ほ
か
、
感
染
し

て
い
る
人
か
ら
生
ま
れ
た
場
合
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
四
年
二
月
以
前
に

輸
血
や
臓
器
移
植
な
ど
を
受
け
て

日
常
生
活
で
の
感
染
は

ま
ず
あ
り
ま
せ
ん

感
染
原
因
は
血
液

健
診
で
も
肝
炎
検
査
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消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ166・1111 内線464（ ）

（９）
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「
布
団
の
点
検
に
来
た
」
と
業

者
が
訪
問
し
て
き
た
。

布
団
を
見
せ
た
と
こ
ろ
「
カ
ビ

が
生
え
て
い
る
の
で
新
し
い
も
の

と
取
り
替
え
た
ほ
う
が
良
い
」
と

言
わ
れ
、
業
者
が
持
参
し
た
遠
赤

外
線
の
布
団
と
パ
ッ
ト
の
購
入
を

強
く
勧
め
ら
れ
た
。

値
段
が
高
か
っ
た
の
で
何
度
も

断
っ
た
が
、
数
時
間
も
粘
ら
れ
根

負
け
し
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

業
者
が
突
然
「
床
下
を
見
せ
て

ほ
し
い
」
と
訪
問
し
、
床
下
か
ら

シ
ロ
ア
リ
に
食
わ
れ
た
木
片
を
持

っ
て
き
た
。

「
床
下
で
柱
が
食
い
荒
ら
さ
れ

て
い
る
、
ほ
う
っ
て
お
く
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
」
と
言
わ
れ
不
安

に
な
り
、
高
額
な
床
下
換
気
扇
の

設
置
と
乾
燥
剤
の
散
布
を
契
約
し

て
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
商
品
の
購
入
な
ど

を
勧
め
ら
れ
て
契
約
を
し
て
し
ま

っ
た
も
の
の
「
契
約
し
た
金
額
が

気気ををつつけけてて！！点点検検商商法法

高
す
ぎ
る
」
「
何
度
も
断
っ
た
の

に
強
引
に
契
約
さ
せ
ら
れ
た
」
な

ど
の
相
談
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
過
去
五
年
間
に
、
点

検
商
法
に
関
す
る
内
容
で
寄
せ
ら

れ
た
相
談
で
一
番
多
か
っ
た
の
が

「
ふ
と
ん
類
」
で
し
た
。

そ
の
次
に
多
か
っ
た
の
が
「
床

下
換
気
扇
」
と
「
浄
水
器
」
で
、

こ
の
三
品
目
で
相
談
件
数
の
三
分

の
一
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
ほ
か
に
も
、
消
火
器

や
シ
ロ
ア
リ
の
駆
除
、
屋
根
工
事

や
修
理
（
太
陽
熱
温
水
器
や
水
道

蛇
口
な
ど
）
の
品
目
で
、
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
生
活
に
関
す
る
情
報
の
提

供
や
調
査
研
究
な
ど
を
行
う
「
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
」
の
統
計
に
よ

る
と
、
こ
の
よ
う
な
点
検
商
法
の

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い
る
の
は
、

五
十
歳
以
上
の
人
や
女
性
に
多
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

特
に
主
婦
な
ど
の
家
事
従
事
者

や
無
職
の
人
が
、
一
人
で
留
守
番

を
し
て
い
る
と
き
に
業
者
が
家
を

訪
れ
、
だ
れ
に
も
相
談
で
き
な
い

ま
ま
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
『
点
検
』
を
口
実
と
し
て
販
売
員
が
家
庭

な
ど
を
訪
問
し
、
事
実
と
は
異
な
る
点
検
結
果
な
ど
を

言
い
立
て
、
新
た
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
商
法
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
で
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

悪
質
業
者
に
よ
る
手
口
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

事
例
①
「
布
団
の
点
検
」

事
例
②
「
床
下
の
検
査
」

相
談
の
多
い
商
品

・
い
ら
な
い
も
の
は
、
は
っ
き
り

と
断
り
ま
し
ょ
う

・
事
前
に
何
の
連
絡
も
無
く
不
意

に
訪
れ
「
点
検
を
す
る
」
と
い

う
業
者
に
は
、
十
分
に
注
意
・

警
戒
し
ま
し
ょ
う

・
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
な
い

・
シ
ロ
ア
リ
駆
除
の
商
品
な
ど
、

お
店
で
取
り
扱
っ
て
い
る
よ
う

な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
幅
広

く
情
報
を
収
集
し
て
比
較
・
検

討
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
一
人
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

日
ご
ろ
か
ら
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
よ
う
な
相
手
を
作
っ
て
お

く
こ
と
も
有
効
で
す

・
点
検
商
法
は
季
節
に
関
係
無
く

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

い
つ
な
ん
ど
き
業
者
が
訪
れ
て

来
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
常
に

警
戒
し
ま
し
ょ
う

点
検
商
法
の
よ
う
な
訪
問
販
売

で
購
入
の
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法

律
」
で
指
定
し
た
商
品
な
ど
に
つ

い
て
、
契
約
し
て
か
ら
八
日
間
以

内
な
ら
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
解

約
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
困

っ
た
と
き
は
、
消
費
者
相
談
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

五
十
歳
以
上
や
女
性
に

多
く
ト
ラ
ブ
ル

普
段
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
わ
な
い
心
が
け

困
っ
た
と
き
は
相
談
を
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イ
レ
に
流
し
て
か
ら
袋
に
入
れ
、

口
を
き
ち
ん
と
縛
っ
て
出
す
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
に
お

い
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
袋

を
二
重
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を
お

願
い
し
ま
す
。

燃
や
せ
る
ご
み
の
種
類
で
質
問

が
多
い
も
の
に
、
貝
殻
や
ゴ
ム
製

品
（
長
靴
や
ホ
ー
ス
な
ど
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
燃
や
せ
る
ご

み
と
し
て
処
理
し
て
い
ま
す
。
特

に
貝
殻
は
き
ち
ん
と
焼
却
す
る
こ

と
で
衛
生
的
に
処
理
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
昨
年
全
戸
配
布
し

た
「
ゴ
ミ
の
区
分
と
出
し
方
」
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
ご
み
袋

の
重
さ
は
、
片
手
で
持
ち
上
げ
ら

れ
る
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
を
出
す
と
き
の
基
本
は
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
す
る
人
や

ご
み
を
集
め
る
人
た
ち
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
る
こ
と
。
お
互
い
に

気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
協

力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
1
65
・
６
１
２
０
）
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ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ご
み
の
出

し
方
で
、
よ
く
質
問
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
出
し
方
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ご
み
袋
の
口
は
き
ち
ん
と
縛
っ

て
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
に

お
い
や
こ
ぼ
れ
な
ど
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
汚
れ
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
ま
た
台
所
の
生
ご
み
な
ど

は
、
き
ち
ん
と
水
切
り
を
し
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

木
の
枝
や
板
な
ど
は
、
五
十
b

程
度
の
長
さ
に
。
草
な
ど
の
場
合

は
土
を
落
と
し
て
か
ら
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

と
き
は
、
運
び
や
す
い
よ
う
縛
っ

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

紙
お
む
つ
は
、
汚
物
な
ど
を
ト

大
家
族
は
「
楽
し
い
大
野
を
つ

く
ろ
う
」
と
、
二
十
歳
代
の
若
者

が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

平
成
十
一
年
に
結
成
し
、
現
在

約
二
百
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

大
家
族
と
い
う
グ
ル
ー
プ
名
は

「
大
野
に
か
か
わ
る
人
は
、
み

ん
な
家
族
」
と
い
う
発
想
か
ら
名

付
け
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
空
き
地
で
の
花
壇
づ
く
り
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
毎
年
「
亀
山
き
れ
い
き
れ

い
大
作
戦
」
と
名
付
け
た
清
掃
奉

仕
を
行
っ
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な

活
動
の
後
に
も
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
開
い
て
、

親
睦
を
深
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
仲
間
か
ら
面
白
そ
う
な
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
が
出
て
来
た
ら
、
で

（１０）

大　家　族

������������������������������������������������

き
る
だ
け
み
ん
な
で
や
っ
て
み
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ

て
い
ろ
ん
な
内
容
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
幅
広
い
経
験

の
で
き
る
と
こ
ろ
が
グ
ル

ー
プ
の
魅
力
だ
と
思
い
ま

す
よ
」
と
会
長
の
南
智
也

さ
ん
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
グ
ル

ー
プ
以
外
の
人
に
も
た
く

さ
ん
参
加
し
て
も
ら
お
う

と
、
友
だ
ち
を
は
じ
め
職

場
な
ど
で
も
積
極
的
に
声

を
掛
け
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
利
用
し
て

広
く
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
る
そ
う
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
も
「
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
い

大
野
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
み
な
り
ん
と
大
家

族
」（http://hom

epage2.nif

ty.com
/m
inarin/index.htm

l

）
に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

か
か
わ
る
人
は
み
ー
ん
な
家
族

今月のスナップ

舞妓姿に変身
「越前大野小京都物産五番まつり」

ごみ？ゴミ？⑩
燃やせるごみの出し方

■「広報おおの」では、皆さんの

活動や意見など、さまざまな内容

を募集しています。あなたも紙面

に参加しませんか。

〒９１２－８６６６大野市天神町

１－１市役所秘書広報課広報広聴

係（166・１１１１内線４４０）

yamabiko@city.ono.fukui.jp

こ
れ
は
燃
や
せ
る
の
？

口く
ち

を
き
ち
ん
と
縛
っ
て

片
手
で
持
て
る
程
度
に

汚
物
は
流
し
て
か
ら

枝
、
板
は
五
十
b

ま
で
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六
呂
師
小
学
校
で
は

秋
に
、
地
域
の
人
を
学

校
に
招
い
て
交
流
を
深

め
る
「
山
っ
子
祭
り
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
自
分
た
ち
が
育
て
た
作

物
で
料
理
を
ご
ち
そ
う
す
る
ほ
か
、

一
緒
に
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
楽
し

む
と
い
う
も
の
で
す
。

今
年
は
み
ん
な
で
相
談
し
、
サ

ツ
マ
イ
モ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

苗
を
植
え
る
前
に
、
学
校
の
図

書
館
で
生
育
条
件
や
植
え
る
時
期

な
ど
を
勉
強
。
実
際
に
苗
を
植
え

て
か
ら
は
、
家
の
人
な
ど
に
栽
培

の
こ
つ
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
大
切
に
育
て
ま
し
た
。

祭
り
に
は
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
に
来
て
も
ら
お
う
と
、
一
人
ひ

と
り
が
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
入
れ
た

手
書
き
の
招
待
状
を
作
成
。
校
区

内
に
あ
る
全
家
庭
の
ほ
か
、
自
然

2003.1  広報おおの （１1）

1111111111111111111111111111111111111111111

保
護
セ
ン
タ
ー
や
奥
越
青
少
年
自

然
の
家
な
ど
に
も
配
り
ま
し
た
。

当
日
は
焼
き
イ
モ
や
大
学
イ

モ
、
味
噌
汁
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト

を
調
理
。
学
校
を
訪
れ
た
約
三
十

人
と
一
緒
に
味
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
食
事
の
後
は
、
み
ん
な
で

ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
や
玉
入
れ
、
ク

イ
ズ
な
ど
で
交
流
し
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

中
に
は
、
毎
年
こ
の
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に

ぼ
た
も
ち
な
ど
の
郷
土
料
理
を
食

べ
て
も
ら
お
う
と
、
学
校
で
作
っ

て
く
れ
る
老
人
会
の
人
も
。

山
っ
子
祭
り
が
、
地
域
の
お
祭

り
と
し
て
、
少
し
ず
つ
定
着
し
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

みんな集まれ「山っ子祭り」

六呂師小学校

図書館 の 本 

今年の干支、羊を題材とした作

品を集めた本を紹介します。

この本には小説８編、随筆５編、

脚本１編、散文集１編の計15編が

集められています。

なかでも羊の盲腸を移植した人

間を描いた安部公房の『羊腸人間』

は、昭和37年にテレビドラマの脚

本として使われました。

また各ページには、さまざまな

羊のさし絵があり、こちらも楽し

むことができます。

『羊の物語』

補
導
委
員
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
活
動
の
報
告

や
相
談
な
ど
で
毎
日
の
よ
う
に
連

絡
が
あ
り
、
忙
し
い
日
々
を
送
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
は
大
人
の
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
、

少
し
で
も
長
く
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
最
後
に
表
情

を
引
き
締
め
ま
し
た
。

※
日
本
善
行
会
は
内
閣
府
の
外
郭

団
体
で
、
善
行
精
神
の
普
及
・

実
践
を
通
じ
て
明
る
い
住
み
よ

い
社
会
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
団
体
で
す
。
社
会
貢
献
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
団
体
や

個
人
に
対
し
て
毎
年
表
彰
を
行

っ
て
い
ま
す
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp

こんにちは こんにちは こんにちは 
米
村
粂
雄
さ
ん
は
、
約
二
十
年

間
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全
育
成

に
取
り
組
ん
だ
功
績
が
認
め
ら
れ
、

昨
年
十
一
月
に
社
団
法
人
日
本
善

行
会
の
善
行
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
か
ら
奥
越
愛
護

セ
ン
タ
ー
の
補
導
委
員
を
努
め
、

補
導
委
員
数
人
と
見
回
り
を
行

い
、
夜
遅
く
ま
で
出
歩
い
て
い
る

青
少
年
の
指
導
で
善
行
表
彰
を
受
賞

米
村
粂く

め

雄お

さ
ん
（
六
十
六
歳
・
五
條
方
）

子
に
早
く
帰
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
ほ
か
、
危
な
い
場
所
で
遊
ん

で
い
る
子
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
る

よ
う
注
意
す
る
な
ど
の
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
悩
み
事
の
相
談
な

ど
に
熱
心
に
対
応
し
て
い
る
ほ
か
、

交
通
安
全
の
呼
び
か
け
な
ど
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

「
活
動
で
一
番
気
を
使
う
の
は
、

声
を
掛
け
る
と
き
。
誤
っ
て
注
意

し
て
し
ま
う
と
そ
の
子
の
心
を
傷

つ
け
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す

か
ら
ね
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
無

い
よ
う
状
況
を
よ
く
観
察
し
、
仲

間
と
相
談
し
て
か
ら
声
を
掛
け
る

よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

現
在
は
大
野
補
導
委
員
会
の
委

員
長
を
務
め
、
市
内
約
八
十
人
の

工藤直子ほか著

新宿書房刊

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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2003.1  広報おおの

秘書広報課広報広聴係166・1111

（１2）

 話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

五箇の実り一堂に
11月10日、五箇公民館で「食と手作りのつどい」

が行われました。これは地域の農産物や手作りの品

などを持ち寄り、みんなが参加できる交流の場を設

けようと今回初めて開かれたものです。会場には自

然を生かした手作りの小物や、取れたて野菜の販売

コーナーのほか、地元の素材をふんだんに使った料

理コーナーなどが設けられ、大勢の人でにぎわって

いました。

童謡の魅力伝えて15年
「童謡の流れるまち大野を愛する会」の結成

15周年記念コンサートが11月17日、平成大野屋

平蔵で開かれました。「赤とんぼ」や「七つの

子」などおなじみの約13曲を披露、満員の会場

に心温まる歌声が響いていました。

エキサイト広場で11月17日、シャッフルボード交

流大会が行われました。この競技は、細長い棒で円

盤を押し、得点が書かれた12㍍先の標的をねらうニ

ュースポーツです。県内初となる本格的な大会に、

小学生から一般まで約１２０人が参加。熱戦を繰り

広げていました。

県内初シャッフルボード大会

講習通し健康実感
日ごろの生活習慣を見直し、健康について考え

ようと11月20日、市食生活改善推進員連絡協議会

（若葉会）が「ヘルスサポーター21教室」を開催

しました。国民健康づくり運動「健康日本21」の

説明や、体脂肪のチェック法、自宅でできる健康

体操の講習などに続き、若葉会お勧めの健康料理

５品を紹介。参加者約30人と一緒に「豆腐ステー

キ」や「小松菜とキノコの煮浸し」など、塩分や

カロリーを控えた健康料理を作りました。
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2003.1  広報おおの （１3）

身近な話題をお知らせください。

 話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

12月２日、介護保険制度の普及や啓発をサポート

する「介護保険れんじゃー部隊」の養成講座が終了

し、認定証の交付が行われました。今後、隊員とな

った約70人が、地域や職場で説明を行うなど介護保

険制度の利用促進に向け活動に取り組む予定です。

れんじゃー部隊に認定証

市民グループも熱唱
ゴスペルコンサート「SOUND OF JOY in ONO」が、

11月30日に文化会館で開かれました。関東を中心に活躍

する８人グループによる息の合った歌声に続き、市内か

らゴスペルチーム「平蔵隊（ひらぐらーず）」が登場。

グループと一緒に手拍子やステップを織り交ぜながら、

迫力あるステージを繰り広げていました。

大野高校跡地の発掘調査開始
11月12日からシビックセンター（仮称）の

建設予定地となっている大野高校跡地で発掘

調査が始まりました。ここは、江戸時代に大

野藩の建物が建てられていた場所で、遺跡と

して「埋蔵文化財包蔵地」になっています。

本年度調査は３月末まで続けられる予定です。

開通30周年記念を祝う
ＪＲ越美北線の勝原駅から九頭竜湖駅までの開通30周

年を記念し、12月15日に朝市列車が運行されました。列

車３両のうち１両を朝市専用とし、サトイモやダイコン

など新鮮な野菜を販売。空くじ無しの抽選会など盛りだ

くさんの内容で30周年を祝いました。そのほかＪＲ越前

大野駅と九頭竜湖ふれあい会館で、開業以来の懐かしい

風景などを集めた写真パネル展も開かれました。朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車朝市列車

写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展写真パネル展
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の
持
参
と
な
り
ま
す
。
交
通
費
は

求
人
者
の
実
費
負
担
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
４
）

子
ど
も
の
虐
待
と
は
、
親
ま
た

は
親
に
代
わ
る
養
育
者
が
、
子
ど

も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
た
り
、
健

全
な
成
長
や
発
育
を
損
な
わ
せ
た

り
、
放
任
や
無
視
な
ど
、
子
ど
も

2003.1  広報おおの

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

長
ま
た
は
農
家
組
合
長
を
通
じ
て

配
布
さ
れ
ま
す
。

次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
申
請
書
を
配
布
さ
れ

な
い
人
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
権
資
格
要
件

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

（
平
成
15
年
１
月
１
日
現
在
）

②
満
20
歳
以
上
の
人

（
平
成
15
年
３
月
31
日
現
在
）

③
10
j

以
上
の
農
地
耕
作
者
、
同

居
親
族
で
年
間
お
お
む
ね
60
日

以
上
の
耕
作
従
事
者

問
い
合
わ
せ
先

市
農
業
委
員
会

事
務
局
（
1
66
・
１
１
１
１
内

線
３
１
１
）

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
に
は

国
民
年
金
加
入
と
い
う
社
会
的
責

任
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
日
本
に
住
所
を
持
つ
20

歳
か
ら
59
歳
ま
で
の
人
は
原
則
と

し
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

募
集
団
地

西
里
団
地

規
格

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数

若
干

家
賃

月
額
６
９
０
０
円
〜

１
万
１
４
０
０
円

募
集
団
地

中
挟
団
地

規
格

３
Ｄ
Ｋ
風
呂
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数

１
戸

家
賃

月
額
１
万
７
０
０
０
円
〜

２
万
８
１
０
０
円

資
格

一
定
の
収
入
基
準
の
範
囲

で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
締
切
日

１
月
27
日
i

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都

市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
３
）

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
書
は
区

1月

学
生
や
自
営
業
者
、
フ
リ
ー
タ

ー
の
人
は
、
市
役
所
へ
国
民
年
金

加
入
の
届
け
出
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

す
で
に
就
職
し
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
同

時
に
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
個
人

で
の
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
と
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

事
故
や
病
気
で
重
い
障
害
が
残
っ

た
と
き
に
は
生
活
保
障
と
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

ま
た
収
入
の
な
い
学
生
に
は
届

け
出
を
し
た
前
月
か
ら
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が

あ
り
ま
す
。
学
生
証
を
持
参
し
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
６
）

12
月
17
日
に
開
か
れ
た
市
克
雪

市
民
会
議
で
、
今
冬
の
屋
根
雪
下

ろ
し
標
準
作
業
単
価
が
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

標
準
作
業
単
価

１
万
２
５
０
０
円

こ
れ
は
屋
根
面
積
約
76
平
方
c

（
23
坪
）
あ
た
り
の
単
価
で
、
排

雪
作
業
を
含
み
ま
せ
ん
。
原
則
と

し
て
弁
当
・
用
具
な
ど
は
作
業
者

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
受
け
付
け

市
農
業
委
員
会

（１4）

の
育
つ
過
程
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
及
ぼ
す
行
為
で
す
。

児
童
へ
の
虐
待
は
子
ど
も
だ
け

で
は
な
く
、
親
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の

サ
イ
ン
と
も
い
え
ま
す
。
見
つ
け

た
り
気
が
付
い
た
り
し
た
場
合
は

次
の
機
関
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

県
総
合
福
祉
相
談
所

（
1
０
７
７
６
・
24
・
５
１
３

８
）
▼
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
1
66
・
２
０
７
６
）
▼
市

役
所
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
４
７
５
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

20
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金

市
民
課

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に

ご
協
力
下
さ
い

福
祉
課

屋
根
雪
下
ろ
し作

業
単
価

総
務
課

……ご協力をお願いします……
積積積積雪雪雪雪期期期期ののののごごごごみみみみ収収収収集集集集

①「ごみ」は必ず収集日の朝８時までに出してください。

②収集作業がしやすいようステーション周囲の除雪をお願いします。

③「ごみ」は各町内の指定されたステーションへ出してください。ほ

かの地区のステーションへは、絶対持ち込まないでください。

④「ごみ」の収集は、積雪や道路事情などで、若干遅れることもあり

ます。ご了承ください。

⑤一時的に大量に出る「ごみ」は、直接持ち込んでください。

⑥空きビンは、冬期間（１・２月）回収しません。

３月の回収日まで各家庭で保管してください。

問い合わせ先

クリーンセンター（165・６１２０）
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校
・
学
校
対
抗
）
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
・
リ
レ
ー
▼
第
３
部

（
学
童
・
個
人
競
技
）
ス
ラ
ロ

ー
ム
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

参
加
資
格

●
平
成
15
年
１
月
１

日
以
降
市
内
の
各
地
区
体
育
協

会
管
内
に
居
住
す
る
人
。
た
だ

し
、
全
日
制
・
定
時
制
高
校
３

年
生
以
下
は
除
く
●
中
学
校
は

大
野
市
中
学
校
体
育
連
盟
規
定

に
よ
る
●
第
３
部
は
市
内
小
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
と
し
、
保

護
者
の
同
意
を
得
て
責
任
者
同

伴
で
参
加
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
５
３

１
）

生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス
ト

容
器
の
購
入
補
助
制
度
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
等
の
購
入
補
助
制
度

が
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

●
生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス
ト

容
器

対
象

平
成
14
年
４
月
１
日
以

降
に
市
内
で
購
入
し
た
も
の

補
助
額

生
ご
み
処
理
機
・
購

入
費
の
３
分
の
２
（
限
度
額

４
万
円
）
▼
コ
ン
ポ
ス
ト
容

器
・
購
入
費
の
２
分
の
１

2003.1  広報おおの

し
・
市
税
の
納
税
証
明
書

申
請
期
限

い
ず
れ
も
平
成
15
年

３
月
31
日
i

申
請
・
問
い
合
せ
先

生
活
環
境

課
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４

６
３
）

平
成
14
年
度
４
期
分
の
介
護
保

険
料
の
納
期
限
は
、
１
月
31
日
m

で
す
。

市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上

の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
で
、

年
金
か
ら
介
護
保
険
料
を
天
引
き

さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
郵
送
さ
れ

て
い
る
納
付
書
を
持
参
し
、
金
融

機
関
で
直
接
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
の
人
は
、
納

期
限
ま
で
に
、
必
ず
口
座
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
介

護
保
険
係
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
４
８
２
）

日
時

２
月
18
日
j
〜
３
月
27
日

l
（
毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
後

７
時
〜
９
時
・
全
12
回
）

場
所

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容

図
面
作
成
ソ
フ
ト
の
基
本

（
限
度
額
５
千
円
）

申
請
に
必
要
な
書
類

申
請
書
・

購
入
し
た
領
収
書
の
写
し
・

市
税
の
納
税
証
明
書
・
写
真

●
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等

対
象

平
成
13
年
４
月
１
日
以

降
に
、
市
内
で
購
入
し
た
も

の
で
、
６
歳
未
満
の
子
ど
も

に
対
し
１
台
（
た
だ
し
、
平

成
12
年
４
月
１
日
〜
平
成
13

年
３
月
31
日
に
助
成
を
受
け

た
子
ど
も
は
対
象
外
で
す
）

補
助
額

購
入
費
用
の
３
分
の

１
（
限
度
額
１
万
円
）

申
請
に
必
要
な
書
類

申
請

書
・
購
入
し
た
領
収
書
の
写

●INFORMATION

（１5）

Ｊ
Ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
門
講
座

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

的
な
操
作
方
法
の
学
習

定
員

15
人

受
講
料

１
０
、
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・

６
８
４
０
）

日
時

２
月
２
日
h

午
前
９
時
開
会
式

場
所

六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

競
技
種
目

▼
第
１
部
（
一
般
・

地
区
対
抗
）
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

ラ
ロ
ー
ム
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
・
リ
レ
ー
▼
第
２
部
（
中
学

第
46
回
市
民
総
合
体
育

大
会
冬
季
ス
キ
ー
競
技
会

ス
ポ
ー
ツ
課

申
請
は
お
早
め
に

各
種
の
補
助
制
度

生
活
環
境
課

平成15年度のエキサイト広場アリーナ（体育館）の円滑な

利用を目的に、利用団体との日程調整を行う連絡調整会議を

開催します。平成15年度にアリーナを利用する予定のある団

体は必ず出席してください。

なお利用にあたっては、全国大会や北信越大会、県や市が

開催する大会日程などを優先します。

日　時 ２月24日i午後７時～

場　所 エキサイト広場

その他 参加を希望する団体は「使用予定日申告書」に使

用の希望予定日を記入し提出してください（用紙は

エキサイト広場にあります）

日程が重なり、変更をお願いする場合があります

ので、会議には団体の責任者が出席してください

「使用予定日申告書」の提出締切日 ２月17日i午後５時まで

申し込み・問い合わせ先
エキサイト広場（166・１４３３）
※問い合わせ時間：午前８時３０分～午後５時

エキサイト広場「アリーナ利用調整会議」

１月10日は「１１０番の日」です。
あなたの１１０番が事件の早期解決につながります。
１１０番通報６つのポイント。
１．何がありましたか（事件名）
２．どこでありましたか（場所）
３．いつごろありましたか（時間）
４．犯人の特徴（人相など）
５．今どうなっていますか
６．あなたの住所、名前、携帯電話の番号など
・携帯電話からの通報は切らないで。呼び返しが
できなくなります。
・県境付近での携帯電話による通報は、隣接の警
察に入ることがあります。
・いたずら電話はやめましょう。
なお、急ぎではない各種相談ごとなどは大野警察署
（165・０１１０）または（ ＃９１１０）

をご利用ください。

わが街の 安全・安心 １１０

介
護
保
険
料
の
納
期
限

１
月
31
日
で
す

高
齢
福
祉
課
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2003.1  広報おおの

く
ら
さ
く
ら
』
が
弾
け
た
と
き
の
う
れ
し
さ

は
、
い
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

あ
の
当
時
は
琴
を
弾
く
の
が
楽
し
く
て
、
休

み
の
日
な
ど
は
朝
か
ら
晩
ま
で
弾
い
て
い
ま

し
た
よ
」

習
い
始
め
て
か
ら
十
年
後
に
は
「
師
匠
免

状
」
と
い
う
先
生
の
資
格
を
取
得
。
仕
事
の

傍
ら
平
日
の
夜
や
休
日
に
、
先
生
と
し
て
教

え
て
い
た
経
験
も
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
琴
は
資
格
の
取
得
を
機
に
、
い
つ
か

自
分
の
教
室
を
開
く
こ
と
を
夢
見
て
、
購
入

し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

「
結
婚
が
決
ま
っ
た
と
き
に
、
で
き
れ
ば

大
野
で
も
教
室
を
開
き
た
い
と
思
い
持
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
家
業
や
育
児
で
忙
し
く

な
り
、
い
つ
の
間
に
か
琴
を
弾
く
こ
と
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
で
も
、
こ

れ
か
ら
は
時
間
に
ゆ
と
り
を
見
つ
け
て
、
ゆ

（１6）

と
も
か
く
も
ま
ず
は

年
酒
で
乾
杯
！
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
。
今

年
の
干
支

え

と

は
ひ
つ
じ
、

さ
て
こ
の
年
は
、
ど
ん

な
年
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
▼
往
古
、
ト
キ
ジ
ク
ノ
カ
ク
ノ
コ
ノ
ミ
と
い

う
の
を
正
月
飾
り
と
し
た
。
漢
字
で
は
非
時
香

菓
と
当
て
は
め
て
書
く
。
記
紀
や
万
葉
集
に
よ

る
と
、
タ
チ
バ
ナ
の
古
名
と
し
て
出
て
お
り
、

文
献
上
最
古
の
カ
ン
キ
ツ
類
の
名
称
で
あ
る
。

要
す
る
に
ダ
イ
ダ
イ
や
コ
ミ
カ
ン
で
は
な
い
か

と
す
る
説
も
▼
ト
キ
ジ
ク
（
い
つ
で
も
あ
る
さ

ま
）
の
カ
ク
（
香
を
久
し
く
保
つ
）
の
木
の
実

の
こ
と
か
。
そ
の
昔
タ
ジ
マ
モ
リ
と
い
う
人
が

天
皇
の
命
で
常と

こ

世よ

の
国
か
ら
も
た
ら
し
た
話
が

伝
わ
る
。
長
っ
た
ら
し
い
名
だ
が
、
そ
こ
に
不

変
で
無
限
な
も
の
を
求
め
、
ひ
い
て
は
平
和
を

祈
る
象
徴
と
み
る
▼
と
こ
ろ
で
羊
の
こ
と
。
古

来
世
界
的
に
聖
獣
視
さ
れ
、
古
代
大
陸
で
は
羊

の
大
い
な
る
も
の
が
美
感
・
美
意
識
の
根
源
と

な
っ
た
。
美
と
い
う
漢
字
が
そ
れ
を
表
示
し
て

い
る
。
つ
ま
り
羊
神
信
仰
は
邪
悪
な
も
の
を
清

浄
化
す
る
、
こ
れ
ま
た
平
和
を
願
う
表
徴
で
あ

ろ
う
▼
た
だ
十
二
支
の
ひ
つ
じ
は
羊
で
は
な
く

未
で
あ
る
。
未
年
と
は
「
新
世
紀
が
い
ま
だ

何
々
せ
ず
」
と
み
る
か
。
イ
ラ
ク
や
拉
致

ら

ち

を
含

む
北
朝
鮮
問
題
、
そ
れ
に
不
況
の
あ
ら
し
な
ど
、

ど
っ
ち
を
向
い
て
も
い
た
だ
け
ぬ
世
情
だ
。
古

川
柳
に
「
人
並
に
い
ゝ
春
と
い
ふ
つ
ら
い
事
」

と
あ
る
が
、
身
に
つ
ま
さ
れ
る
▼
非
時
香
菓
な

ら
ぬ
ミ
カ
ン
を
食
べ
つ
つ
考
え
た
。
静
か
で
美

し
い
盆
景
の
よ
う
な
郷
地
に
い
て
も
、
時
に
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
も
つ
、
そ
う
い
う
大
野
人

で
あ
り
た
い
。
そ
こ
か
ら
年
初
一
歩
。（
武
）

明
倫
町
の
鳥
山
洋
子
さ
ん
（
六
十
歳
）
の

宝
は
、
若
い
こ
ろ
に
練
習
を
重
ね
た
琴
で
す
。

長
さ
約
百
八
十
b

、
幅
約
四
十
b

の
大
き

さ
で
、
弦
の
数
は
十
三
本
。
き
り
の
木
で
作

ら
れ
て
い
て
「
口
前

く
ち
ま
え

」
と
呼
ば
れ
る
部
分
に

は
、
ぞ
う
げ
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

鳥
山
さ
ん
が
琴
を
始
め
た
の
は
、
大
阪
で

働
き
は
じ
め
た
こ
ろ
に
会
社
の
近
く
に
あ
っ

た
教
室
を
の
ぞ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
そ

う
で
す
。

「
琴
の
持
つ
独
特
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
、

す
ぐ
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
『
さ

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数

人　　　口

男

女

11月中の異動

12月１日現在

11,904世帯

40,142人

19,229人

20,913人

前　月　比

＋3世帯

－38人

－7人

－31人

転 入

転 出

51人

78人

出 生

死 亡

23人

34人

総　件　数

件　数

死　者

傷　者

物損事故

件数内訳

608件

169件

7人

221人

439件

平成14年
11 月 末

比 較
平成13年
11 月 末

636件

159件

2人

199人

477件

－28件

＋10件

＋5人

＋22人

－38件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）
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今
年
の
干
支

え

と

は
癸
未
（
み
ず

の
と
ひ
つ
じ
）
。
ひ
つ
じ
は
、

温
和
な
性
質
や
仲
良
く
群
れ
を

成
し
て
行
動
す
る
こ
と
、
や
さ

し
く
て
温
か
い
な
ど
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
、
平
穏
無
事
や
協
調
性

を
象
徴
す
る
動
物
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
果
た
し
て
ど
ん
な
一
年

と
な
る
か
、
平
穏
無
事
に
過
ご

せ
る
と
良
い
で
す
ね
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

練
習
を
重
ね
た
琴

鳥
山
洋
子
さ
ん
（
明
倫
町
）

97

っ
く
り
と
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

武
家
屋
敷
旧
内
山
家
は
、
幕

末
期
に
大
野
藩
政
の
再
建
に
尽

力
し
た
内
山
七
朗
右
衛
門
良
休

と
弟
の
隆
佐
良
隆
の
偉
業
を
し

の
ぶ
た
め
屋
敷
を
解
体
復
元
し

た
も
の
で
、
現
在
の
母
屋
は
明

治
十
五
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
す
。
年
末
・
年
始
を
除
き
開

館
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

大
野
え
え
と
こ
⑩

Ｈ15．1月号  02.12.20 10:11 AM  ページ 10


